
＜研究論⽂＞ 
 ●学位論⽂ 
  ・⾃⼰集合性ペプチド P11-4 のエナメル質への応⽤効果に関する 
   超⾳波投下法および光⼲渉型断層画像法による検討 
 ●Acta Odontologica Scandinavica  
  ・Ultrasonic assessment of the effects of self- assembling peptide scaffolds on preventing 
enamel demineralization   
＜研究報告発表＞ 
 ●⽇本⻭科保存学会 
  ・各種⻭⾯コート材の⻭質脱灰抑制効果の超⾳波透過法による検討 
  ・ペプチド(P11-4)の応⽤がエナメル質再⽯灰化および脱灰抑制に及ぼす影響 
  ・根⾯齲蝕をターゲットとした再⽯灰化療法の確⽴へのペプチド P11-4 の応⽤  
 ●アメリカ⻭科研究学会 (AADR / The American Association for Dental Research) 
   ・45th Annual Meeting & Exhibition of the AADR (Los Angeles，California，USA.) 
          Evaluation of Application of Peptide P11-4 on Remineralization of Enamel 
  ・46th Annual Meeting of the AADR (San Francisco, California,USA.) 
            Application of the Self-assembling Peptide P11-4 on Acid Erosion Prevention 
 
＜受講セミナー＞ 
 
・CRCA ⻭周外科セミナー修了 
・⽇本臨床⻭科補綴研修会 8 ヶ⽉コース 修了 
・EPSDC 研修会 イエテボリ 診断学コース修了  
・AFD   カリオロジー科（⾍⻭学）海外研修 修了 
 
＜研究業績＞ 
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＜学会発表＞ 
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ノシールを⽤いた象⽛細管封鎖性に関する研究 超⾳波透過法を⽤いた検討．⽇本⻭科保
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年度秋季学術⼤会（第 137 回），2012． 
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ングルステップアドヒーシブの表⾯⾃由エネルギーおよび象⽛質接着性に及ぼす影響．第
31回⽇本接着⻭学学術⼤会，2012. 
4.⽩⼟康司, ⾼橋史典, 清⽔裕亮, 遠藤 肇, 辻本暁正, 坪⽥圭司, 宮崎真⾄, 福本敬⼀．セル
フエッチシステムの⾦属およびセラミックスへの接着耐久性．⽇本⻭科保存学会 2013 年度
春季学術⼤会（第 138回），2013． 
5.⾼橋史典, 佐藤愛⼦, 吉⽥ふみ, 遠藤 肇, 村⼭良介, 岩佐美⾹, ⿊川弘康, 瀧川智義, 宮
崎真⾄．ペプチド(P11-4)の応⽤がエナメル質再⽯灰化および脱灰抑制に及ぼす影響．⽇本
⻭科保存学会 2013 年度秋季学術⼤会（第 139 回），2013． 
6.⽵中宏隆, ⾼橋史典, 清⽔裕亮, 村⼭良介, 遠藤 肇, ⿊川弘康, 宮崎真⾄．被着⾯の湿潤状
態が⾃⼰接着性レジンセメントの初期硬化挙動に及ぼす影響．第 32回⽇本接着⻭学学術⼤
会，2013. 
 



7.A. Rikuta，F Takahashi，T Furuichi，M Yokokawa，S Masutani ，Miyazaki M，J.A.Platt．
Infulence of Fluoride-paste on Dentin Bond Strengths of Self-etch Adhesives．General 
Session & Exhibition of the IADR 2013. 
8.村⼭良介, 古市哲也, ⾼橋史典, 島村 穣, ⿊川弘康, 陸⽥明智, 升⾕滋⾏, 宮崎真⾄．超⾳
波透過法を⽤いたシリコーンゴム印象材の硬化特性評価．⽇本⻭科保存学会 2014年度春季
学術⼤会（第 140 回），2014． 
9.⾼橋史典, ⿊川弘康, 村⼭良介, 瀧本正⾏, ⼩泉美⾹, 瀧川智義, 佐藤幹武, 宮崎 真⾄．根
⾯齲蝕をターゲットとした再⽯灰化療法の確⽴へのペプチド P11-4 の応⽤．⽇本⻭科保存
学会 2014年度秋季学術⼤会（第 141回），2014． 
10.細⾕由美⼦, 遠藤 肇, ⾼橋史典, ⿊川弘康, 宮崎真⾄．乳⻭ white spot部にナノシール
コート材と⻭⾯の⾊彩ならびに組織変化．⽇本⻭科保存学会 2014年度秋季学術⼤会（第 141
回），2014. 
11.⾼⾒澤俊樹, 横川未穂, ⾼橋史典, 川本 諒, 辻本暁正, 升⾕滋⾏, 宮崎真⾄, 吉野弘三．
リン酸エッチング時間がセルフエッチシステムのエナメル質接着疲労耐久性に及ぼす影響．
⽇本⻭科保存学会 2015年度春季学術⼤会（第 142 回），2015. 
12.瀧本正⾏, ⾼橋史典, ⿊川弘康, 古市哲也, 佐藤愛⼦, 寺井⾥沙, 宮崎真⾄, 若松英輝．ペ
プチド P11-4 のエナメル質への応⽤における OCT 像の観察．⽇本⻭科保存学会 2015年度
春季学術⼤会（第 142 回），2015. 
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